
５月１７日に豊似小学校会議室にて、今年度第１回目の

学校運営協議会が開催されました。議事「学校運営への意

見」では、コロナ禍での教育活動推進の対応等について意

見や質問があり、学校からの説明で共通理解につながりま

した。

また、熟議では重点教育目標を意識した教育環境を生か

した取組について意見交換を行いました。豊似の地域性を

生かした取組案が多数出されましたので、主な内容を紹介いたします。

≪熟議：教育環境を生かした取組≫

・地域の人を子どもに覚えてもらう活動を行う ・地域の

歴史や昔の遊び、農作物の育て方などを地域の人が子ども

に教える ・周りの大人が子どもを褒める、認める、信じ

ることが必要 ・基本的な生活習慣づくりを進める ・家

族の一員としての役割を自覚させる ・色んな場面で、子

ども一人一人の活躍の場をつくってあげる ・感染リスク

の少ない野外での活動場面を考える ・全校で同じ課題に取り組む学習も必要

＊上記の意見を踏まえ、具体的に取組む内容を次回の学校運営協議会で決定します。

５月１９日に町コミセン大ホールにて、今年度第１回目

の学校運営協議会が開催されました。議事「学校運営計画

について」では、「各教科等における指導の重点」、「教

育資源を最適化する学校運営計画」について、学校から提

案説明があり質疑応答の後承認されました。関連して現在

の部活動の加入状況や今後の対応などについても提示され

ました。

また、熟議「教育環境を生かした取組」では、学校が重視している「ふるさと学習」の

取組の一つである職業体験学習について意見交換を行いました。地域の教育環境をどのよ
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うに活用したり、支援をいただいたりしたら効果的かについて深めることができましたの

で、主な内容を紹介いたします。

≪熟議：教育環境を生かした取組～職業体験学習について≫

・企業への依頼の際には、体験学習の内容を細かく分かり

やすくするとよい ・地域おこし協力隊の方の協力も得ら

れるのではないか ・商工会と連携して進めるとスムーズ

にできるのではないか ・広尾高校生の職場体験学習の進

め方も参考にするとよい ・学校では体験発表会の開催も

予定している

＊上記の意見を踏まえて学校と運営協議会事務局が連携しながら進めることになります。

◇６月には、広尾小学校と広尾高等学校の第１回学校運営協議会が開催されますので、次

号で会議内容をお知らせいたします。

各学校では、今年度の重点教育目標を目指して、日々各教科等での授業が展開されてい

ます。今回は、広尾小学校の重点教育目標「強い心をもち、よく考えて行動する子どもを

育てる」を目指した授業の様子を紹介します。参観させていただいたのは、６年１組の国

語の授業（単元名：筆者の考えを読み、説明の仕方の特徴をとらえよう「雪は新しいエネ

ルギー」）です。

子どもたちは、自らの力でどのように学習を進めるか、どのように情報を集めたり、ま

とめたりするかを考えていました。このように解決の方法を自分で考えるような活動を通

して、探究力や自己決定力が確実に身に付いていくと思いました。中には、「家庭学習で

考えてきてもいいですか」という声もあり、学びの連続性が育ってきていることも分かる

授業でした。

授業全体を通して、個別最適な学びと協働的な学びへ自ら向かっていこうとする子ども

たちを育てたいと願う担任の先生の強い思いが感じられました。

重点教育目標を目指した授業：広尾小


